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新しい宇宙産業の幕開けに

MRJは、三菱重工業がこれまで培ってきた世界
最先端の航空機開発・製造技術力をベースに開発
する国産初の次世代リージョナルジェット機である。       
環境、利用するお客様、運航するエアラインという
3つの観点で新しい価値を提供することをビジョン
としており、次世代リージョナルジェット機の   
スタンダードとなるべく、2008年4月より三菱航空機
株式会社を立ち上げ、開発を加速するとともに、
世界各国のエアラインへの販売活動を一層強力に
展開している。

YS-11の生産中止からほぼ40年が過ぎようとして
いるが、再び旅客機の全機開発にチャレンジし、
その能力を確立するとともに、販売、製造から   
プロダクトサポートまで全てを自前で行い、世界
のエアライン、サプライヤーとの関係を構築する
ことは、我が国の航空機産業にとって極めて重要
であると考えている。
世界のジェット旅客機は、1988年から2008年の

20年間で7,000機から約16,000機へと2倍以上に    
拡大したが、更に2028年までの20年間でも倍増する
ことが予想される。この内、MRJがカバーする   
60～ 99席（リージョナルジェット機と呼ばれる）の
市場も、今後20年間の新規需要が約5,000機と急速
に拡大することが見込まれている。
リージョナルジェット機市場では、現在、 エン
ブラエル（ブラジル）、ボンバルディア（カナダ）の
2社がメインプレーヤーとしての地位を占めている。
更に、ロシア、中国も参入を発表し、開発を推進中
である。
三菱重工業は、2003年にMRJに関する技術開発
をスタートし、地球環境に優しい低燃費・低騒音・

低運航コストを実現する70～ 90席クラスの機体開発
を目標に、機体仕様の検討、概念設計を進めてきた。
並行して、国内外のエアラインへの調査を行うと
ともに、2007年6月にはパリエアショーにモック
アップ（椅子、内装を施した機体の一部）を展示し、
そのコンセプトに高い評価をいただいた。こうした
状況を受け、2007年10月9日に正式客先提案（ATO：
Authorization to Offer）を決定し、正式に販売活動
を開始したところ、圧倒的に優れた環境性能は世界
のエアラインから高い評価を受け、更に全日本空輸
株式会社（ANA）殿から発注をいただいたことから
2008年3月に事業化を決定し、4月には設計開発、
販売、カスタマーサポートなどを行う三菱航空機
株式会社を立ち上げた。その後、更に世界市場で
積極的な販売活動を展開する中で、航空会社各社
からは日本が久々に作る航空機ということも含めて、
極めて高い関心と期待を集めるとともに、MRJに
対する貴重なご意見をたくさんいただいた。
こうしたお客様のご意見を真摯に検討し、本年9月
には、MRJをベストセラー機にするための機体仕様
を確定し、更に、本年10月には、海外からの初の
受注として、トランス・ステーツ・ホールディン
グス社（米国） と100機購入に関する覚書を締結した
ことを発表した。
今後、2012年の初飛行、2014年の初号機納入を 

目指して開発、販売活動を加速し、世界の空に
MRJを就航させていきたいと考えている。

三菱航空機株式会社 提供

今回をもちまして「写真に見る航空機開発生産
50年の歩み」を終了いたします。

MRJ（Mitsubishi Regional Jet）

背（2mm）

本年10月1日に入会いたしました原田精機
株式会社の原田でございます。このたびSJAC様
のご紹介と三菱電機株式会社様のご推薦を頂き
まして入会させていただくことになりました。
皆様よろしくお願いいたします。
弊社は、原田精機工業株式会社より2007年

8月分社化し、宇宙・航空産業の部品製造を
主力とした活動を目的とするために原田精機
株式会社を設立いたしました。
原田精機工業としてはこの分野に参入して

11年程、衛星部品の製作は9年程です。
原田精機と原田精機工業とも規格認証情況

としては、EN9100、ISO27001、ISO9001、ISO14001
の4規格をドイツの認証機関TUV Rheinlandで
2000年より順次認証取得しております。
近年の活動としては、ISTSはままつ大会  

（第26回 宇宙技術および科学の国際シンポ   
ジウム2008）の企画副委員長として運営に参加
いたしました。
また大会では、惑星探査用車両（ローバー）

を製作し、デモ走行を実演いたしました。
ローバー開発は2006年より行い、現在はコン

ピュータによる遠隔操作ができるシステム開発
が完成しております。また電気自動車は2007年
に完成させ、現在も次世代車両の研究に取り
掛かっております。
車両開発は原田精機工業時代40年の経験  

から車両設計、パワートレーン設計、制御  
システム設計を行いローバーを開発しており
ます。
静岡県浜松市という立地環境も手伝い、    

自動車、オートバイ、楽器、繊維などの産業
のお手伝いをさせて頂くことも多くあります。
これら産業用の機械設備の設計製作、各種検査
機器の設計製作は原田精機工業の歴史では  

多くの製品を送り出しております。
そして車両の世界では、F1に代表される

モータースポーツの車両やスーパーバイクなど
のエンジン、車両開発に参加できる企業として
多くのお声がけを頂いております。
弊社はこのような企業活動を行ってまいり

ました。
これからの研究課題として衛星情報利用産業
と技術をテーマに今後のビジネスモデルを研究
しております。GNSSを利用した現在より    
高度化した情報産業と、誰でも使うことが  
できる安心システムを日本発として世界発信
できれば、衛星事業と情報産業の拡大になる
のではないかと考えております。
そして、国際宇宙ステーションとHTVの  
成功から宇宙旅行も夢ではなくなった時代が
来たことで、新しい宇宙産業の幕開けとなった
と感じております。これからの宇宙ビジネス
の飛躍と人類の生活向上に少しでも貢献でき
たらと思います。
日本の宇宙産業界は、世界とどのように  
協調し、共生できるのかを工業会の皆様に  
お教え願えればと思いますので、今後とも  
よろしくお願い申し上げます。

原田精機株式会社
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惑星探査用車両（ローバー）


